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日本脳炎は、日本脳炎ウイルス（Japanese Encephalitis Virus: JEV）が蚊によって媒介されてヒト






時の JEV 除去に有効であるという報告と、T 細胞の細胞障害活性が脳炎を助長しているという報告もあ









６）Total RNA抽出後、定量リアルタイム PCR（qRT-PCR）で発現量を解析した免疫学的指標は： 
-１ 
Th1 型サイトカイン（TNF-α、IFN-γ）、Th2型サイトカイン（IL-4、IL-5）、サイトカイン上位転写制
御因子（T-bet、GATA3）、CD マーカ （ーCD3、CD4、CD8、CD25、CD69）、細胞障害因子マーカ （ーPerforin、 
Granzym (Gzm) A、 Gzm B、 FasL）、制御性 T細胞関連遺伝子（TGF-β1、 Foxp3） 




１）JEV接種後 13日の時点で、接種時と比較して体重が 25％以上減少した個体は、感染後 21日目まで
に全頭死亡した（死亡群）。一方、感染後 13日目に体重減少が 25％未満だった個体に死亡した個体は存
在しなかった（生存群）。よって、JEV感染後 13日目をエンドポイントとして､感染が進行した後の死亡
群と生存群を分けることが出来、上記の免疫学的解析はすべて 13日目採取の検体 を用いた。 
２）脳内ウイルス量は、プラーク法及び RNA発現量共に、死亡群— 生存群間で差がなかった。 
３）qRT-PCR による CD抗原の定量性に、死亡群— 生存群間で差がなかった。 
４）Th1/Th2 サイトカインバランスは、死亡群では Th1 側に偏っていた。サイトカイン上位転写制御因
子（T-bet、GATA3）も、この結果を支持した。 
５）細胞障害因子マーカーでは、Perforin、 Gzm A、 Gzm B が死亡群で発現量が優位に増加していた。 
FasLの発現には差がなかった。 
６）TCR レパトア解析では、JEV 感染マウスの脳内浸潤 T 細胞は、VA8-1、VA10-1、VB2-1 を高発現して
いたが、死亡群— 生存群間で相対頻度に差がなかった。 
































平成 26年 6月 30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
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